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公益財団法人 北海道体育協会 広報

Hokkaido Sports Association News 平成29年3月発行

公益財団法人スポーツ安全協会北海道支部

● 毎年4月1日午前0時から、翌年の3月31日午後12時まで
● 加入手続日が4月1日以降の場合は、加入手続日翌日午前0時
　 より有効。終期は翌年3月31日午後12時まで

● 団体での活動中　● 団体活動への往復中

● 掛金（１人年額800円～11，000円）は、団体の活動内容・年齢構成等
　 の加入区分によって異なります。
● 入院・通院は1日目から補償されます。
● 補償保険金額は、加入区分によって異なります。

HPアドレス http：//www.hokkaido-sports.or.jp/ 【（公財）北海道体育協会HP内】

《資料の請求・内容照会は下記までお願いします。なお、日・月・祝祭日は休みです。》

〒062-8572 札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号 北海道立総合体育センター内 TEL ＆ FAX 011-820-1709

傷 害 保 険 賠償責任保険 突然死葬祭費用保険
≪上記保険の一括契約補償制度≫
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4名以上の

団体でご加入

ください。 北海道選手団
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第71回
総合成績
冬季大会
本 大 会

9  位
１  位
17 位

順  位 得  点 前回比
1,408.0
411.5
996.5

第70回
総合成績
冬季大会
本 大 会

9  位
１  位
19 位

順  位 得  点
1,393.0
431.0
962.5

15.0
△19.5
34.0

男女総合成績（天皇杯）

　第71回国民体育大会は、昨年10月に岩手県盛岡市他において開催されました。
　結果は天皇杯9位、皇后杯10位の成績で目標の8位以内の入賞には届かなかったもの
の、ソフトテニス成年男子が優勝し、サッカー女子が3位を獲得するなど、選手達は日頃の
鍛錬の成果を見せる活躍をいたしました。（成績の詳細は本会HPをご覧ください）

　第72回国民体育大会冬季大会は、1月に長野県
長野市他においてスケート・アイスホッケー競技会が
開催され、スケート競技会では惜しくも2位となりま
したが、アイスホッケー競技会では成年・少年共に優
勝を飾り、少年は大会14連覇を達成しました。
　また、2月には白馬村にてスキー競技会が開催さ
れ、天皇杯・皇后杯共に2位の結果となりました。
　本道の冬季大会終了時点の総合成績は、天皇杯・
皇后杯共に2位の位置に付けております。（成績の詳
細は本会HPをご覧ください）
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2位
1位
2位
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1位
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8.5

スケート
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男女総合成績（天皇杯）
第71回順位
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140.0
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女子総合成績（皇后杯）
第71回順位
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スキー
冬季合計
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90.0
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第71回 国民体育大会第71回 国民体育大会第71回 国民体育大会

第72回 国民体育大会冬季大会第72回 国民体育大会冬季大会第72回 国民体育大会冬季大会

ラグビー（女子）

女子総合成績（皇后杯）
第71回
総合成績
冬季大会
本 大 会

第70回
総合成績
冬季大会
本 大 会

10 位
2  位
17 位

順  位 順  位得  点
743.5
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9  位
１  位
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73.0
△16.0
89.0
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アイスホッケー クロスカントリー フィギュア
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　本研修会は、指導者のより一層の資質・指導力の向上を図ることなどを目
的として11月20日に開催し、北海道体育協会指定強化指導者や道内の日
本体育協会公認スポーツ指導者及びスポーツ愛好者など全道各地より92
が参加しました。
　セミナーⅠでは、北海道大学病院薬剤部　副薬剤部長の笠師久美子氏に
講師を務めていただき「スポーツを社会全体で支える‐インテグリティとア
ンチ・ドーピング‐」と題し、ドーピングコントロールの目的やドーピング違反
には選手自身の意思とは関係のない例や不注意によるものがあること、選
手の活動をサポートするにはドーピングに関する知識だけでなく、健康や食
事全般の管理と認識も必要であるとのお話を頂きました。

　セミナーⅡでは管理栄養士である㈱ウェルネスプランニング札幌・代表取締役の小
松信隆氏に「実践スポーツ栄養学～内分泌・生理学から食事のタイミングまで～」と
題し、栄養の流れや働き、試合に勝つための食事のタイミングや内容など具体的にお
話しいただきました。
午後の講演は元スピードスケート選手で長野オリンピック金メダリストの清水宏保氏
をお招きし「挑戦する心の持ち方」と題し、自律神経のコントロールや良いメンタルの
保ち方、失敗や困難からどのようにしたら成功に導くことができるのかなど、ご自身の
経験から学び、考え、実行してきたことが選手としての成功と現在のキャリアまでを導
き、全てが点と線で繋がっているとご講演いただきました。
　参加された方々からはセミナー・講演ともにとても素晴らしい内容で、今後の指導
の参考にしたいなど数多くのお声をいただき、非常に充実した研修会となりました。

平成29年 公益財団法人北海道体育協会新年交礼会

ウィルチェアーラグビー 池崎大輔選手 道体協訪問
～リオデジャネイロパラリンピック銅メダリスト～

　今年の北海道体育協会新年交礼会は、１月１０日（火）札幌プ
リンスホテル国際館パミールおいて、全道各地のご来賓をはじ
め、市町村体育協会、競技団体等の関係者約１５０名が出席し
て、盛大に開催いたしました。
　冒頭の堀会長の挨拶に続き、来賓を代表として、北海道知事
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第８回冬季アジア札幌大会

『冬季アジア札幌大会』と『バスケットボール
男子日本代表国際強化試合2017』に参加
『冬季アジア札幌大会』と『バスケットボール
男子日本代表国際強化試合2017』に参加

　2月11日（土）に北海きたえーるで行われた『バスケットボー
ル男子日本代表国際強化試合2017』のハーフタイムにきた☆
キッズがエスポラーダ北海道のチアダンスチームとしてパフォ
ーマンスを行いました。
　当日は3,378名の観客の前でレバンガ北海道のパシスタス
ピリッツ、北海道コンサドーレ札幌のコンサドールズの皆さんと
一緒にWe Love Danceオドッチャオ！と恋ダンスを披露し、日 約60名でAKATSUKI FIVE男子日本代表へエールを送りました。約60名でAKATSUKI FIVE男子日本代表へエールを送りました。

バスケットボール男子日本代表国際強化試合バスケットボール男子日本代表国際強化試合

新年交礼会新年交礼会堀会長挨拶堀会長挨拶

高橋はるみ様と北海道議会議長遠藤連様のご挨拶の後、北海
道新聞社代表取締社長広瀬兼三様の祝杯で始まり、終始和や
かな雰囲気で新年の挨拶が交わされ盛会裏に終わりました。

　平成２８年９月７日に開催されました、リオデジャネイロパラリンピックでウィルチェアーラグビーに
出場して銅メダルを獲得した、池崎大輔選手が１０月25日に北海道体育協会を訪問し、坂本専務理事
にリオデジャネイロパラリンピックでの活躍を報告し、今後の抱負と決意を述べ、持参した銅メダルを
坂本専務にかけ笑顔で記念撮影をしました。

セミナーの様子（講師：小松信隆 氏）

清水　宏保 氏

平成28年度 指定強化指導者研修会兼北海道スポーツ指導者研修会

本代表に選出されたレバンガ北海道の＃12西川貴之選手をは
じめ、AKATSUKI FIVE男子日本代表へエールを送りました。
　また、2月19日（日）に開幕した『冬季アジア札幌大会』の開
会式にもチアダンスチームの一員として出演し、札幌ドームに設
置された大きなステージと、29,000人の観客の前で総勢
300名の出演者とともにパフォーマンスを披露し会場を盛り上
げました。きた☆キッズはこれからも、北海道のスポーツがもっ
と盛り上がるようにエールを送り続けます。

　第８回冬季アジア札幌大会が、２月１９日から２６日まで８日間の日程で、札幌市、帯広市で開催されました。開会式では、北海道出身のアイ
スホッケーの田中豪選手が旗手を務め、日本選手団の主将でカーリングの本橋麻里選手が選手宣誓を行い、５競技６４種目で熱戦を繰り広
げました。その結果、日本は、金２７個、銀２１個、銅２６個の過去最高の７４個のメダルを獲得しました。また、その内35個のメダルが本道出
身選手が獲得するなど目覚ましい活躍振りに、１年後の平昌冬季オリンピックでの活躍が大いに期待されます。

■ スキー・クロスカントリー／男子4×7.5kｍリレー
清水 康平（名寄市）
■ スキー・クロスカントリー／女子4×5kmリレー
大林 千沙（美幌町）
■ スキー・ジャンプ／男子ノーマルヒル個人
佐藤 幸椰（石狩市）
■ スキー・ジャンプ／男子ラージヒル個人
中村 直幹（札幌市）
■ スキー・ジャンプ／男子ラージヒル団体
佐藤 幸椰（下川町）　中村 直幹（札幌市）　伊藤 将充（下川町）
岩佐 勇研（札幌市）
■ スケート・スピードスケート／男子1000ｍ
小田 卓朗（浦河町）
■ スケート・スピードスケート／女子1500ｍ
髙木 美帆（幕別町）
■ スケート・スピードスケート／女子3000ｍ
髙木 美帆（幕別町）
■ スケート・スピードスケート／女子マススタート
髙木 美帆（幕別町）
■ スケート・スピードスケート／女子チームパシュート
押切 美沙紀（中札内村）　髙木 菜那（幕別町）　佐藤 綾乃（厚岸町）
■ アイスホッケー／女子
藤本 那菜（札幌市）　近藤 真衣（帯広市）　小西 あかね（釧路市）
鈴木 世奈（苫小牧市）　竹内 愛奈（釧路市）　堀　 珠花（苫小牧市）
小野 粧子（旭川市）　久保 英恵（苫小牧市）　足立 友里恵（札幌市）
岩原 知美（札幌市）　米山 知奈（苫小牧市）　大澤 ちほ（苫小牧市）
藤本 もえこ（苫小牧市）　寺島 奈穂（釧路市）　浮田 留衣（釧路市）

金メダル
■ スキー・アルペン／女子大回転
安藤 　麻（旭川市）
■ スキー・アルペン／女子回転
安藤 　麻（旭川市）
■ スキー・ジャンプ／男子ノーマルヒル個人
岩佐 勇研（札幌市）
■ スキー・ジャンプ／男子ラージヒル個人
岩佐 勇研（札幌市）
■ スケート・スピードスケート／男子500ｍ
長谷川　翼（標津町）
■ スケート・スピードスケート／男子1500ｍ
小田 卓朗（浦河町）
■ スケート・スピードスケート／男子マススタート
ウィリアムソン 師円（浦河町）
■ スケート・スピードスケート／男子チームパシュート
ウィリアムソン 師円（浦河町）　一戸 誠太郎（美幌町）
■ スケート・スピードスケート／女子1000ｍ
髙木 美帆（幕別町）
■ スケート・スピードスケート／女子1500ｍ
押切 美沙紀（中札内村）
■ スケート・スピードスケート／女子マススタート
佐藤 綾乃（厚岸町）
■ カーリング／男子
山口 剛史（南富良野町）　平田 洸介（北見市）

銀メダル
■ スキー・アルペン／男子大回転
成田 秀将（恵庭市）
■ スキー・アルペン／男子回転
成田 秀将（恵庭市）
■ スキー・クロスカントリー／男子10kmクラシカル
清水 康平（名寄市）
■ スキー・スノーボード／男子ハーフパイプ
子出藤 歩夢（小樽市）
■ スケート・スピードスケート／男子1000ｍ
中村 駿佑（安平町）
■ スケート・スピードスケート／男子1500ｍ
近藤 太郎（北見市）
■ スケート・スピードスケート／男子5000ｍ
一戸 誠太郎（美幌町）
■ スケート・スピードスケート／男子10000ｍ
一戸 誠太郎（美幌町）
■ スケート・スピードスケート／女子500ｍ
郷 亜里砂（別海町）
■ スケート・スピードスケート／女子3000ｍ
佐藤 綾乃（厚岸町）
■ スケート・スピードスケート／女子5000ｍ
歸山 麻衣（苫小牧市）
■ アイスホッケー／男子
福藤 　豊（釧路市）　伊藤 優人（苫小牧市）　小野田 拓人（恵庭市）
橋場 　亮（苫小牧市）　芳賀 陽介（釧路市）　山下 敬史（苫小牧市）
橋本 　僚（札幌市）　佐藤 大翔（釧路市）　簑島 圭悟（帯広市）
西脇 雅仁（釧路市）　田中 　豪（札幌市）　久慈 修平（苫小牧市）
山下 拓郎（釧路市）　河合 卓真（釧路市）　髙木 健太（苫小牧市）
高橋 聖二（苫小牧市）　平野 裕志朗（苫小牧市）　羽刕 銘（釧路市）
三田村 康平（苫小牧市）

銅メダル

■ スキー・アルペン／女子大回転
荒井 美桜（富良野市）

■ スケート・スピードスケート／女子1500ｍ
髙木 菜那（幕別町）

3 位

～大活躍の北海道出身選手～～大活躍の北海道出身選手～

※メダル独占を避けるため、個人種目の上位3名が同NOCの場合、上位2名のみへメダルが授与され、最上位となるNOCの選手へ銅メダルが与えられる。但し、公式記録及び入賞の扱いとしては、競技会の記録どおりとする。

銅メダルをかけ記念写真銅メダルをかけ記念写真
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　本研修会は、指導者のより一層の資質・指導力の向上を図ることなどを目
的として11月20日に開催し、北海道体育協会指定強化指導者や道内の日
本体育協会公認スポーツ指導者及びスポーツ愛好者など全道各地より92
が参加しました。
　セミナーⅠでは、北海道大学病院薬剤部　副薬剤部長の笠師久美子氏に
講師を務めていただき「スポーツを社会全体で支える‐インテグリティとア
ンチ・ドーピング‐」と題し、ドーピングコントロールの目的やドーピング違反
には選手自身の意思とは関係のない例や不注意によるものがあること、選
手の活動をサポートするにはドーピングに関する知識だけでなく、健康や食
事全般の管理と認識も必要であるとのお話を頂きました。

　セミナーⅡでは管理栄養士である㈱ウェルネスプランニング札幌・代表取締役の小
松信隆氏に「実践スポーツ栄養学～内分泌・生理学から食事のタイミングまで～」と
題し、栄養の流れや働き、試合に勝つための食事のタイミングや内容など具体的にお
話しいただきました。
午後の講演は元スピードスケート選手で長野オリンピック金メダリストの清水宏保氏
をお招きし「挑戦する心の持ち方」と題し、自律神経のコントロールや良いメンタルの
保ち方、失敗や困難からどのようにしたら成功に導くことができるのかなど、ご自身の
経験から学び、考え、実行してきたことが選手としての成功と現在のキャリアまでを導
き、全てが点と線で繋がっているとご講演いただきました。
　参加された方々からはセミナー・講演ともにとても素晴らしい内容で、今後の指導
の参考にしたいなど数多くのお声をいただき、非常に充実した研修会となりました。

平成29年 公益財団法人北海道体育協会新年交礼会

ウィルチェアーラグビー 池崎大輔選手 道体協訪問
～リオデジャネイロパラリンピック銅メダリスト～

　今年の北海道体育協会新年交礼会は、１月１０日（火）札幌プ
リンスホテル国際館パミールおいて、全道各地のご来賓をはじ
め、市町村体育協会、競技団体等の関係者約１５０名が出席し
て、盛大に開催いたしました。
　冒頭の堀会長の挨拶に続き、来賓を代表として、北海道知事
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第８回冬季アジア札幌大会

『冬季アジア札幌大会』と『バスケットボール
男子日本代表国際強化試合2017』に参加
『冬季アジア札幌大会』と『バスケットボール
男子日本代表国際強化試合2017』に参加

　2月11日（土）に北海きたえーるで行われた『バスケットボー
ル男子日本代表国際強化試合2017』のハーフタイムにきた☆
キッズがエスポラーダ北海道のチアダンスチームとしてパフォ
ーマンスを行いました。
　当日は3,378名の観客の前でレバンガ北海道のパシスタス
ピリッツ、北海道コンサドーレ札幌のコンサドールズの皆さんと
一緒にWe Love Danceオドッチャオ！と恋ダンスを披露し、日 約60名でAKATSUKI FIVE男子日本代表へエールを送りました。約60名でAKATSUKI FIVE男子日本代表へエールを送りました。

バスケットボール男子日本代表国際強化試合バスケットボール男子日本代表国際強化試合

新年交礼会新年交礼会堀会長挨拶堀会長挨拶

高橋はるみ様と北海道議会議長遠藤連様のご挨拶の後、北海
道新聞社代表取締社長広瀬兼三様の祝杯で始まり、終始和や
かな雰囲気で新年の挨拶が交わされ盛会裏に終わりました。

　平成２８年９月７日に開催されました、リオデジャネイロパラリンピックでウィルチェアーラグビーに
出場して銅メダルを獲得した、池崎大輔選手が１０月25日に北海道体育協会を訪問し、坂本専務理事
にリオデジャネイロパラリンピックでの活躍を報告し、今後の抱負と決意を述べ、持参した銅メダルを
坂本専務にかけ笑顔で記念撮影をしました。

セミナーの様子（講師：小松信隆 氏）

清水　宏保 氏

平成28年度 指定強化指導者研修会兼北海道スポーツ指導者研修会

本代表に選出されたレバンガ北海道の＃12西川貴之選手をは
じめ、AKATSUKI FIVE男子日本代表へエールを送りました。
　また、2月19日（日）に開幕した『冬季アジア札幌大会』の開
会式にもチアダンスチームの一員として出演し、札幌ドームに設
置された大きなステージと、29,000人の観客の前で総勢
300名の出演者とともにパフォーマンスを披露し会場を盛り上
げました。きた☆キッズはこれからも、北海道のスポーツがもっ
と盛り上がるようにエールを送り続けます。

　第８回冬季アジア札幌大会が、２月１９日から２６日まで８日間の日程で、札幌市、帯広市で開催されました。開会式では、北海道出身のアイ
スホッケーの田中豪選手が旗手を務め、日本選手団の主将でカーリングの本橋麻里選手が選手宣誓を行い、５競技６４種目で熱戦を繰り広
げました。その結果、日本は、金２７個、銀２１個、銅２６個の過去最高の７４個のメダルを獲得しました。また、その内35個のメダルが本道出
身選手が獲得するなど目覚ましい活躍振りに、１年後の平昌冬季オリンピックでの活躍が大いに期待されます。

■ スキー・クロスカントリー／男子4×7.5kｍリレー
清水 康平（名寄市）
■ スキー・クロスカントリー／女子4×5kmリレー
大林 千沙（美幌町）
■ スキー・ジャンプ／男子ノーマルヒル個人
佐藤 幸椰（石狩市）
■ スキー・ジャンプ／男子ラージヒル個人
中村 直幹（札幌市）
■ スキー・ジャンプ／男子ラージヒル団体
佐藤 幸椰（下川町）　中村 直幹（札幌市）　伊藤 将充（下川町）
岩佐 勇研（札幌市）
■ スケート・スピードスケート／男子1000ｍ
小田 卓朗（浦河町）
■ スケート・スピードスケート／女子1500ｍ
髙木 美帆（幕別町）
■ スケート・スピードスケート／女子3000ｍ
髙木 美帆（幕別町）
■ スケート・スピードスケート／女子マススタート
髙木 美帆（幕別町）
■ スケート・スピードスケート／女子チームパシュート
押切 美沙紀（中札内村）　髙木 菜那（幕別町）　佐藤 綾乃（厚岸町）
■ アイスホッケー／女子
藤本 那菜（札幌市）　近藤 真衣（帯広市）　小西 あかね（釧路市）
鈴木 世奈（苫小牧市）　竹内 愛奈（釧路市）　堀　 珠花（苫小牧市）
小野 粧子（旭川市）　久保 英恵（苫小牧市）　足立 友里恵（札幌市）
岩原 知美（札幌市）　米山 知奈（苫小牧市）　大澤 ちほ（苫小牧市）
藤本 もえこ（苫小牧市）　寺島 奈穂（釧路市）　浮田 留衣（釧路市）

金メダル
■ スキー・アルペン／女子大回転
安藤 　麻（旭川市）
■ スキー・アルペン／女子回転
安藤 　麻（旭川市）
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岩佐 勇研（札幌市）
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銀メダル
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■ スキー・アルペン／男子回転
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銅メダル

■ スキー・アルペン／女子大回転
荒井 美桜（富良野市）

■ スケート・スピードスケート／女子1500ｍ
髙木 菜那（幕別町）

3 位

～大活躍の北海道出身選手～～大活躍の北海道出身選手～

※メダル独占を避けるため、個人種目の上位3名が同NOCの場合、上位2名のみへメダルが授与され、最上位となるNOCの選手へ銅メダルが与えられる。但し、公式記録及び入賞の扱いとしては、競技会の記録どおりとする。

銅メダルをかけ記念写真銅メダルをかけ記念写真



4 5

Hokkaido Sports Association News vol.160vol.160

　本協会は、昭和２５年に函館市に設立され、高校を中心
に普及活動が活発に行われた。草創期は、高校、一般のチ
ームが全国大会で多くの輝かしい成績を残している。
　昭和３８年に室蘭協会設立に続き道協会を支える支部
協会が次々と設立され、現在は７支部と５つの連盟で組
織されている。
　今年で６７年目を迎え、半世紀以上にわたる北海道ハ
ンドボール協会の活動は、各支部協会の日頃の取り組み
がその基礎を作り、普及・発展、並びにチーム作りに情熱

をかけた諸先輩の行動力が良き伝統となり、今日まで引
き継がれている。
　平成２７年には函館アリーナの新設に合わせ北海道で４
回目の全日本インカレが開催され、東京オリンピックの出
場が期待される北海道出身選手たちの活躍もあり、大い
に盛り上がりをみせた。
　今後は、課題である全国で常にトップに君臨できるチー
ム作りと若手指導者の育成、競技人口の増加など、さらな
る発展を求めて努力する覚悟である。

　北海道の柔道は、昭和２５年から柔道連盟として設立、昭和５０年
から社団法人化され、さらに平成２５年から一般社団法人として活
動しています。その歴史の中で北海道から、数々の全日本選手権優
勝者、世界選手権メダリスト、オリンピックメダリストが生まれており
ます。記憶に新しいのはリオデジャネイロオリンピック７８キロ超級
で銅メダル獲得、山部佳苗選手です。あのような技の完成は「精力
善用」「自他共栄」の精神に合致しているように思えます。

　嘉納師範は「柔道は心身の力を最も有効に使用する道である。柔
道の修行は攻撃防御の練習によって身体精神を鍛錬修養し、道の
神髄を体得する事である。そうしてこれによって己を完成し世を補
益するが柔道修行の目的である。」と唱えています。今現在はこの

精神が「ＪＵＤＯ」として徐々
に薄れてきているように感じ
られ、少年柔道などでも競技
の勝利至上主義だけに走っ
ている場面を見かけること
が多々あります。柔道を取り
巻く環境も、時代や社会の変化と共に大きく変わってきており、柔
道の指導の方法について見直しや改善が必要ということです。
　このような中で、全日本柔道連盟では、平成２５年度より、｢公認
指導者資格制度｣がスタートし、北海道でも｢基本指導｣と｢安全指
導｣の徹底をはかるべく｢柔道指導者講習会」において、Ａ，Ｂ，Ｃの
公認指導者資格取得を検定試験により義務づけております。
　今後も嘉納師範の言われている｢人間形成の道｣として心身を
鍛練して｢己を完成し社会に貢献する｣人を作り、「日本を代表し世
界で活躍できる選手」を輩出していきたいと決意を新たにしてい
ます。

▼北海道出身選手たちが全国大会で活躍を見せており、東京オリンピックの出場が期待される。

▼森町近隣町
　少年剣道大会

北海道ハンドボール協会

帯広柏ミニバスケットボール少年団

　森町は渡島半島の空碧く波静かな内浦湾と緑豊かな秀峰駒ケ
岳の周囲に位置し、漁業・農業が盛んな町であり、気候は盛夏で
も30℃を越えることはまれで、厳冬でもマイナス15℃まで下が
ることは珍しく、年平均気温7℃から8℃で、積雪も少なく、北海
道でも温暖な地といえます。
　現在、森町では「剣道・柔道・野球・サッカー・バドミントン・バス
ケットボール・バレーボール・空手」の８種目、１２団体で活動して
おります。
　各少年団では近隣市町との交流や互いの技術を高め合うこと
を目的に大会が盛んに行われています。渡島管内だけではなく

一般社団法人 北海道柔道連盟

森町スポーツ少年団

▲函館アリーナの新設に合わせ全日本インカレが開催された。

北海道スポーツ少年団北海道スポーツ少年団 活 動 紹 介加盟競技団体加盟競技団体 活 動 紹 介

ガッツだぜ！スポーツ少年団

▼スポーツ少年団
　入団式

　帯広柏ミニバスケットボール少年団は、1980年に結成され今
日まで続いています。以来３７年間、2人の指導者が一貫してこの
少年団の育成に励んでいます。創立時の指導員がこんなにも永
く続いている団は、50を数える管内のミニバスケットボールチー
ムの中でも例がありません。

　帯広柏ミニバスの悩みは、どこも同じでしょうが、団員の減少で
す。創立時は団員の資格は４年生以上となっていたのですが、現
在はそんな事を言っていては、公式大会に出場できなくなるの
で、１年生でも２年生でも、どうか入団を、との状況です。
　そのような深刻な団員不足の悩みを抱えながら、少年団では、
ミニバスの「友情・ほほえみ・フェアプレー」の精神を踏まえ、団員
の成長に、父母・指導員が一体となって頑張っています。

▲道新杯第42回北海道ミニバスケットボール大会十勝地区予選会

▲写真キャプション

北海道体育協会は を設置しています。「スポーツにおける暴力行為等相談窓口」

E-mail：info@hokkaido-sports.or.jp

〒062-8572　札幌市豊平区豊平５条１１丁目１-１
TEL：011-820-1701  FAX：011-833-0705

公益財団法人 北海道体育協会  総務・会計課

書面による郵送・電話・ＦＡＸ・E-mail の
いずれかの方法でご相談ください。相談窓口

※担当者が不在の場合は、後日こちらからご連絡をさせていただきます。
相談者 相談窓口

北海道体育協会

スポーツにおける
 「暴力行為」・「ハラスメント（セクハラ・パワハラ等）」
 「ドーピング違反」・「不適切な経理」などに関する相談

団体等への調査・事情聴取などを行い、結果を報告

少年柔道教室（旭川）

北海道中学・高校生女子
柔道強化合宿

第37回全国少年柔道優勝大会

檜山管内や札幌方面からの参加もあり、大いに盛り上がり有意義
な大会となっております。
　また全道・全国大会の出場実績も多く、平成２８年度は剣道・バ
ドミントン・バスケットボ－ル・バレーボールが全道大会出場、空手
が全国大会に出場いたしました。
今後の課題は、団員数の減少などによる団の維持ですが、スポー
ツに取組める環境作りに尽力していきたいと思います。

オニウシ杯小学生バレーボール大会オニウシサマーキャンプミニバスケット交流大会

　平成28年8月に発生した台風10号等により甚大な被害を受けた、十勝
管内・上川管内に対する義援金募集活動を行った結果、55件、総額
1,160,000円の義援金が集まりました。皆様から寄せられた義援金はそ
れぞれの管内へ等分して送らせていただきましたことを、報告いたします。
　被災された地域の早期復興を祈念いたしますとともに、本活動にご賛同
いただきました皆様に対し、心より御礼申し上げます。

管内体協連絡協議会
及び市町村体協 23件 競技団体及び

学校体育団体 13件

個人（顧問・参与・理事・
監事・評議員） 9件8件市町村スポーツ少年団

その他　2件（きたえーる館内設置の募金箱、体協事務室内募金箱）

平成28年台風10号等による被災義援金募集活動のご報告について



4 5

Hokkaido Sports Association News vol.160vol.160

　本協会は、昭和２５年に函館市に設立され、高校を中心
に普及活動が活発に行われた。草創期は、高校、一般のチ
ームが全国大会で多くの輝かしい成績を残している。
　昭和３８年に室蘭協会設立に続き道協会を支える支部
協会が次々と設立され、現在は７支部と５つの連盟で組
織されている。
　今年で６７年目を迎え、半世紀以上にわたる北海道ハ
ンドボール協会の活動は、各支部協会の日頃の取り組み
がその基礎を作り、普及・発展、並びにチーム作りに情熱

をかけた諸先輩の行動力が良き伝統となり、今日まで引
き継がれている。
　平成２７年には函館アリーナの新設に合わせ北海道で４
回目の全日本インカレが開催され、東京オリンピックの出
場が期待される北海道出身選手たちの活躍もあり、大い
に盛り上がりをみせた。
　今後は、課題である全国で常にトップに君臨できるチー
ム作りと若手指導者の育成、競技人口の増加など、さらな
る発展を求めて努力する覚悟である。

　北海道の柔道は、昭和２５年から柔道連盟として設立、昭和５０年
から社団法人化され、さらに平成２５年から一般社団法人として活
動しています。その歴史の中で北海道から、数々の全日本選手権優
勝者、世界選手権メダリスト、オリンピックメダリストが生まれており
ます。記憶に新しいのはリオデジャネイロオリンピック７８キロ超級
で銅メダル獲得、山部佳苗選手です。あのような技の完成は「精力
善用」「自他共栄」の精神に合致しているように思えます。

　嘉納師範は「柔道は心身の力を最も有効に使用する道である。柔
道の修行は攻撃防御の練習によって身体精神を鍛錬修養し、道の
神髄を体得する事である。そうしてこれによって己を完成し世を補
益するが柔道修行の目的である。」と唱えています。今現在はこの

精神が「ＪＵＤＯ」として徐々
に薄れてきているように感じ
られ、少年柔道などでも競技
の勝利至上主義だけに走っ
ている場面を見かけること
が多々あります。柔道を取り
巻く環境も、時代や社会の変化と共に大きく変わってきており、柔
道の指導の方法について見直しや改善が必要ということです。
　このような中で、全日本柔道連盟では、平成２５年度より、｢公認
指導者資格制度｣がスタートし、北海道でも｢基本指導｣と｢安全指
導｣の徹底をはかるべく｢柔道指導者講習会」において、Ａ，Ｂ，Ｃの
公認指導者資格取得を検定試験により義務づけております。
　今後も嘉納師範の言われている｢人間形成の道｣として心身を
鍛練して｢己を完成し社会に貢献する｣人を作り、「日本を代表し世
界で活躍できる選手」を輩出していきたいと決意を新たにしてい
ます。

▼北海道出身選手たちが全国大会で活躍を見せており、東京オリンピックの出場が期待される。

▼森町近隣町
　少年剣道大会

北海道ハンドボール協会

帯広柏ミニバスケットボール少年団

　森町は渡島半島の空碧く波静かな内浦湾と緑豊かな秀峰駒ケ
岳の周囲に位置し、漁業・農業が盛んな町であり、気候は盛夏で
も30℃を越えることはまれで、厳冬でもマイナス15℃まで下が
ることは珍しく、年平均気温7℃から8℃で、積雪も少なく、北海
道でも温暖な地といえます。
　現在、森町では「剣道・柔道・野球・サッカー・バドミントン・バス
ケットボール・バレーボール・空手」の８種目、１２団体で活動して
おります。
　各少年団では近隣市町との交流や互いの技術を高め合うこと
を目的に大会が盛んに行われています。渡島管内だけではなく

一般社団法人 北海道柔道連盟
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道体協及び関連ホームページアドレス

　昔で言うガキ大将や、やんちゃ坊主も今は病名を
つけられる時代ですが、私たちは手のかかる子供に
はたくさん手をかけてあげられるような子供向けの
教室に必要性を感じています。
　時には近所の頑固おやじ、時には親の代わりに、ス
ポーツを通じてたくさん手をかけてあげられる教室
を今後、新しく展開していきたいと考えております。

ネパール支援活動 ～創立10周年を迎えて～

北海道ネット（SC北海道ネット）

十勝総合型スポーツクラブ フーニ

ミスポはこだて
　「ミスポはこだて」は、設立支援2年
を経て昨年2月11日に設立された生
後1年の生まれたてのクラブです。現

在は、高齢者向けの健康体操！子供向けのバスケットボール、スナッグゴルフ、マリン
スポーツ体験、走り方、スキー教室を！大人へはノルディックウォーキングやヨガ、エ
アロビクスなどの教室を提供しており、会員数は約１５０名です。

▼幼稚園児向けの
　体力作り教室
▼幼稚園児向けの
　体力作り教室

 　SC北海道ネットは、SC全国ネットワークの加盟組織として道内の総合型地
域スポーツクラブ活動の経営ノウハウや諸課題を共有し、課題解決に向けての
取り組みを推進するために、平成２１年１月に創設されました。現在、道内６４市
町村から７８のクラブと２つの広域スポーツセンターが加盟しています。

　（公財）日本体育協会や北海道庁との協働事業を開
催するほか、年2回の情報交換会議を主催し実践力を
高めてきました。特に実践発表に力をいれ、各クラブの
活動自慢を発信する中で、地域課題を解決するための
ヒントを交流しております。
　今後とも地域スポーツ振興の推進エンジンとして、
国のスポーツ振興計画の具現化に向けた活動を進め
てまいります。

▲大人向けのトランポリン教室

▲地元のトランポリン大会に出場

平成28年度定期総会

　こどもの体力向上を目的として平成
24年度から始まった「北海きたえーる
カップフットサル大会」は1月12日に
開催し、今年度で5回目を迎えました。
　北海きたえーるの「メインアリーナ」
「サブアリーナ」で行った今大会は、U-15の部・U-12の部・U-10の部を合わ
せ、過去最多の全44チーム、総勢約500名のこども達が参加しました。
　試合方法は4～5チームによる予選リーグ戦を行い、その順位により決勝・順
位決定トーナメントを行なう方式で、各チームが1日に5～６試合を行なう過密
なスケジュールで行なわれました。こども達は、時間が経つにつれ疲れながらも
一試合一試合最後まであきらめずに戦っていました。
　きたえーる自主事業でもある「エスポラーダ北海道フットサルスクール」も数
少ない対外試合の大会として参加し、普段の練習では味わうことのできない大
会独特の雰囲気を体験しました。

　北海道を代表するフットサル
チームのエスポラーダ北海道
の選手達が運営を補助してい
ただき、大きなけが人を出すこ
ともなく、無事に終えることがで
きました。

総合型地域スポーツクラブ 活動紹介

スナッグゴルフ教室風景「まずはスイングしてみましょう」 初めてバスケ教室風景「つぎの練習なにかな？」

初めてバスケ教室風景「ルール説明に耳を傾ける」

　その要望を実現する形でクラブキャラクラターのヌイグルミ
を作成、4月にはスポーツ吹き矢教室を開催することになりまし
た。会員からの声がクラブの原動力になっています。
　平成25年12月に発足して４年目を迎えます。現在はトランポ
リン教室を中心に体操・スキースノーボード・ウォールクライミン
グ・スラックライン・バルシューレ・バンジートランポリン等を十勝
トランポリンスタジアムで120名の会員が活動を行っています。
会員からの要望やアイディアをクラブ活動に
取り入れながら運営を行っています。
　今後は更にクラブ内外の交流を進めるため
施設を使用したお泊まり会や餅つき・バーベ
キューなど様々な機会を作って活動の幅を大
きく広げて行きたいと思います。

▲お泊まり会の様子

北海道ブロッククラブネットワークアクション2016

羅臼町サッカー少年団

　私たちは地域のスポーツ活動として、サッカー競技の普及と青少
年の健全な心身の発達を促すため、42名の団員と週3回の練習に
励んでいます。少子化の影響もあってカテゴリー別のチーム編成も
難しくなってきましたが、全道大会出場を目標に楽しく活動させて
頂いています。これまで団を支えて下さった指導者・父母会のおか
げで、平成18年6月に創設されから昨年6月で10周年を迎えるこ
とができました。この10年という年月を経ると、各家庭には一つや
二つ、不要になったサッカー用品が眠っているものです。「もしいつ
か捨てられるなら、少しでも誰かの役
に立ててもらいたい」との思いから、
10周年記念を機に一昨年大震災に見
舞われたネパールへの寄付を募るこ
とを発案しました。お陰様で非常に保
存状態のよいボールやスパイクシュー
ズ等82品が寄せられました。

　また、この取り組みには、羅臼町体育協会様・中
標津農業高校教諭堀毛様・NPO遠野まごころネ
ット様などたくさんのご指導・ご協力もいただき
ました。この場をお借りして感謝申し上げます。
　これからも、サッカーの楽しさ・助け合いの精
神・感謝の心を子ども達に伝えられるよう活動に
努めます。

ネパールへの支援品

▼全体集合写真

U－10の部優勝チーム

体を張ったドリブル突破▶キーパーとディフェンスの連携プレイ！！
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　また、この取り組みには、羅臼町体育協会様・中
標津農業高校教諭堀毛様・NPO遠野まごころネ
ット様などたくさんのご指導・ご協力もいただき
ました。この場をお借りして感謝申し上げます。
　これからも、サッカーの楽しさ・助け合いの精
神・感謝の心を子ども達に伝えられるよう活動に
努めます。

ネパールへの支援品

▼全体集合写真

U－10の部優勝チーム

体を張ったドリブル突破▶キーパーとディフェンスの連携プレイ！！
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公益財団法人 北海道体育協会 広報

Hokkaido Sports Association News 平成29年3月発行

公益財団法人スポーツ安全協会北海道支部

● 毎年4月1日午前0時から、翌年の3月31日午後12時まで
● 加入手続日が4月1日以降の場合は、加入手続日翌日午前0時
　 より有効。終期は翌年3月31日午後12時まで

● 団体での活動中　● 団体活動への往復中

● 掛金（１人年額800円～11，000円）は、団体の活動内容・年齢構成等
　 の加入区分によって異なります。
● 入院・通院は1日目から補償されます。
● 補償保険金額は、加入区分によって異なります。

HPアドレス http：//www.hokkaido-sports.or.jp/ 【（公財）北海道体育協会HP内】

《資料の請求・内容照会は下記までお願いします。なお、日・月・祝祭日は休みです。》

〒062-8572 札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号 北海道立総合体育センター内 TEL ＆ FAX 011-820-1709

傷 害 保 険 賠償責任保険 突然死葬祭費用保険
≪上記保険の一括契約補償制度≫

vol.160vol.160

4名以上の

団体でご加入

ください。 北海道選手団
成績概要
北海道選手団
成績概要

北海道選手団
成績概要
北海道選手団
成績概要

空手道 剣 道 ボウリングボウリング

第71回
総合成績
冬季大会
本 大 会

9  位
１  位
17 位

順  位 得  点 前回比
1,408.0
411.5
996.5

第70回
総合成績
冬季大会
本 大 会

9  位
１  位
19 位

順  位 得  点
1,393.0
431.0
962.5

15.0
△19.5
34.0

男女総合成績（天皇杯）

　第71回国民体育大会は、昨年10月に岩手県盛岡市他において開催されました。
　結果は天皇杯9位、皇后杯10位の成績で目標の8位以内の入賞には届かなかったもの
の、ソフトテニス成年男子が優勝し、サッカー女子が3位を獲得するなど、選手達は日頃の
鍛錬の成果を見せる活躍をいたしました。（成績の詳細は本会HPをご覧ください）

　第72回国民体育大会冬季大会は、1月に長野県
長野市他においてスケート・アイスホッケー競技会が
開催され、スケート競技会では惜しくも2位となりま
したが、アイスホッケー競技会では成年・少年共に優
勝を飾り、少年は大会14連覇を達成しました。
　また、2月には白馬村にてスキー競技会が開催さ
れ、天皇杯・皇后杯共に2位の結果となりました。
　本道の冬季大会終了時点の総合成績は、天皇杯・
皇后杯共に2位の位置に付けております。（成績の詳
細は本会HPをご覧ください）

第72回順位
2位
1位
2位
2位

得  点 前回比得  点
183.0
70.0
158.5
411.5

2位
1位
1位
1位

△1.0
20.0

△10.5
8.5

スケート
アイスホッケー
スキー
冬季合計

男女総合成績（天皇杯）
第71回順位

スケート
アイスホッケー
スキー
冬季合計

第72回順位
2位
2位
2位

得  点 前回比
83.0
57.0
140.0

得  点
90.0
44.0
134.0

2位
2位
2位

△7.0
13.0
6.0

スケート
スキー
冬季合計

女子総合成績（皇后杯）
第71回順位

スケート
スキー
冬季合計

182.0
90.0
148.0
420.0

第71回 国民体育大会第71回 国民体育大会第71回 国民体育大会

第72回 国民体育大会冬季大会第72回 国民体育大会冬季大会第72回 国民体育大会冬季大会

ラグビー（女子）

女子総合成績（皇后杯）
第71回
総合成績
冬季大会
本 大 会

第70回
総合成績
冬季大会
本 大 会

10 位
2  位
17 位

順  位 順  位得  点
743.5
134.0
609.5

得  点
670.5
150.0
520.5

前回比
9  位
１  位
19 位

73.0
△16.0
89.0

ジャンプ

アイスホッケー クロスカントリー フィギュア



H28年度寄附者名簿一覧

H28年度 道体協広告協賛社一覧

■ ミズノ株式会社北海道営業所
■ 日本管財株式会社北海道支店

■ 公益財団法人スポーツ安全協会北海道支部
■ 株式会社オリジナルHOTTａ

■ 株式会社セコマ
■ ホクレン農業協同組合連合会

企
業
名

H28年度 スポーツ応援米インナー販売協力団体一覧
■ 当麻町体育協会
■ 帯広市体育連盟

■ 公益財団法人旭川市体育協会
■ NPO留萌体育協会

■ NPO函館市体育協会
■ 豊浦町体育協会

■ 北海道トライアスロン連合
■ びほろスポーツクラブBeet

■ 清水町体育協会
■ 北海道スポーツ指導者協議会

企
業
名

（敬称略）

（敬称略）

【 特 別 寄 附 】 ホクレン農業協同組合連合会　　株式会社北洋銀行／取締役頭取　石井純二

北光管理サービス株式会社／代表取締役

株式会社南勇次郎商店／代表取締役

医療法人 松田整形外科記念病院／理事長

中国料理 満漢楼／代表

中国料理 満漢楼

額賀歯科医院／院長

医療法人社団道修会 森歯科医院／理事長

有限会社イズミック／代表取締役

スポットウォーキングさっぽろ

有限会社 酒井農場／代表取締役

坂口ファーム／代表

株式会社 アイ・エヌ・ジー／代表

もつ処やまり／代表

Ｍ　ＣＯＭＰＡＮＹ／代表

株式会社 トータルカーズワークス／代表取締役

株式会社 竹原鉄工所／代表取締役

株式会社 竹原鉄工所／取締役副社長

株式会社 竹原鉄工所／専務取締役

株式会社 竹原鉄工所／常務取締役

株式会社 竹原鉄工所／営業統括部長

【一般寄附金 ： 企業】

大塚　晶一
小島　秀俊
川村　恒宏
佐藤　信行
佐藤　幸代
佐藤　　愛
藤澤　研二
小島　成男
内林　龍太
石井　正行
鈴木　裕之
志手　哉文
軍記　駿平
武田　理希
井上　直樹
野田　　茂
井場元 一也
本間　弘達
森田　恭平
佐藤　友昭

株式会社 竹原鉄工所／生産管理室長

北海道ミニバレー協会／副会長

一般財団法人 北海道水泳連盟／副会長

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

日本管財株式会社

株式会社 雪屋媚山商店／代表取締役

株式会社 雪屋媚山商店

佐藤友昭税理士事務所／税理士

細川左官工業有限会社／代表

標津町体育協会／会長

札幌コレクション実行委員会／代表

株式会社 Ａｃｔｉｖ／代表取締役

株式会社 サン・スタッフ／代表

ミズノスポーツサービス株式会社

大塚製薬株式会社札幌支店／支店長

パール工房札幌／代表

株式会社 タビックスジャパン札幌支店／支店長

豊平商店街振興組合／理事長

一般社団法人 札幌ゴルフ倶楽部／理事長

税理士法人 さくら総合会計／代表社員

道央情報サービス協同組合／理事長

エス・バイ・エス事業　協同組合／理事長

株式会社 パワーコンサル／代表取締役

株式会社 さくら総合Ｍ＆Ａセンター／代表取締役

有限会社 札幌ビジネスエージェント／代表取締役

株式会社 エスエムシー／代表取締役

前田憙秀税理士事務所／所長税理士

細川　　勲
今野　千昭
岩田　圭悟
藤川　純二
神野　詔司

高谷　浩司
工藤　　貢
鷲尾　真一
山田　文男
吉野　次郎
庵原　宏章
二口　政男
杉中　行秀
庵原　宏章
庵原　宏章
木戸　善幸
庵原　宏章
前田　憙秀

（上記以外に2社からご寄附をいただいております。）

小堀　憲一
南　　佳男
菅原　　誠
陳　　　波
劉　　長征
額賀　康之
森　　修二
五十公野 修

酒井　利夫
坂口　卓也
菅原　耕治
山口　裕也
三宅　雅人
阿部　貴之
竹原　　巖
竹原　豪志
竹原　慎雅
難波　孝司
和田　章宏

H28年度 スポーツフォアオール推進費付き自動販売機設置先一覧

設置市町村
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市
札 幌 市

札幌清田高等学校
ミズノ株式会社北日本支社　北海道営業所
株式会社　竹原鉄工所
株式会社　HBA
札幌国際大学
ホテル 新東　（ロビー）
ホテル 新東　（自販機コーナ）
株式会社 ヴィクレオ
NPO法人 北海道ベースボールクラブ
一般社団法人北海道歯科医師会
北海学園大学　第2体育館
北海学園大学　清田グラウンド
北海商科大学　2号館

札 幌 市
札 幌 市
北広島市
石 狩 市
恵 庭 市
江 別 市
当 別 町
七 飯 町
岩 内 町
岩 内 町
泊 村
泊 村
旭 川 市

札幌青葉鍼灸柔整専門学校
北海道歯科衛生士専門学校
道都大学
一般社団法人アクト・スポーツプロジェクト
株式会社 ボックス恵庭店
北翔大学  
当別町立総合体育館
大中山地域体育館
岩内町役場
岩内町民体育館
泊村公民館
泊村アイスセンター　
旭川東豊スポーツクラブ(永山）

旭 川 市
旭 川 市
深 川 市
士 別 市
士 別 市
富良野市
奈井江町
様 似 町
大 空 町
斜 里 町
白 糠 町

旭川東豊スポーツクラブ(東光）
末広ふれあいスポーツクラブ
深川カントリー倶楽部
士別市陸上競技場
士別市南郷市民プール
富良野市文化会館
新奈井江カントリークラブ
様似町スポーツセンター
東藻琴B＆G海洋センター
斜里町B＆G海洋センター
北海道社会福祉事業団 白糠学園

設置市町村 設置市町村

【一般寄附金 ： 個人】

（上記以外に23名の方からご寄附をいただいております。）

齊 藤 　 孝 幸
松 倉 　 大 地
鈴 木 　 正 巳
小 堀 　 憲 一
寺 久 保 　 透
南 　 久 仁子
南 　 　 紀 子
南 　 　 佳 花
室 橋 　 義 訓
大 畠 　 靖 史
伊 吹 　 政 美
八 柳 　 直 美
及 川 正 太 郎
横 田 　 敏 郎
菅原 　 郁 美
丸 　 　 孝 則
笹 野 由 美 子
近 藤 　 　 健
近 藤 　 美 香
花 田 　 　 宏

酒 井 　 秀 典
仲 鉢 　 榮 作
柏 谷 　 良 雄
今 井 　 潤 也
木 戸 　 洋 平
常 丸 　 綾 子
千 葉 　 大 気
竹 原 　 直 子
中 村 　 明 志
中 村 　 和 江
中 村 真 由 美
吉 田 　 定 利
横 山 　 尚 美
真野目きよ江
菅 原 　 寿 成
富 田 　 博 之
畑 中 　 政 弘
菅 原 　 敦 也
菅 原 真 由 美
山 田 　 功 雄

増 田 　 武 久
森 川 　 裕 二
山 室 　 　 保
小 野 　 勝 三
森 本 　 和 彦
森 本 まり 子
八 木 　 真 理
渡 辺 　 哲 則
中 田 美 智 代
岸 　 多 美 子
民 部 　 宏 治
久 保 　 弘 幸
丸 山 　 英 夫
藤 原 　 貴 幸
高 谷 　 浩 司
坂 井 　 　 昭
片石 　 周 子
金 澤 　 禎 子
藤 川 　 純 二
鈴 木 　 良一

平 山 　 三 城
二本柳 紗耶
工 藤 　 　 誠
北海高校
応援団ＯＢ会
松 本 　 昌 士
国 田 　 賢 治
（札幌国際大学）

藤 澤 　 法 義
（札幌国際大学）

乳 井 　 克 憲
（札幌国際大学）

城 後 　 　 豊
（札幌国際大学）

安 積 　 順 一
（札幌国際大学）

濱 本 　 武 司
（札幌国際大学）

清 田 　 岳 臣
（札幌国際大学）

関 　 　 憲 治
（札幌国際大学）

松 井 　 則 之
（札幌国際大学）

後 藤 　 ゆり
（札幌国際大学）

西 田 眞 里 子
（札幌国際大学）

ジェラルド ハルボーセン
（札幌国際大学）

原 　 　 一 将
（札幌国際大学）

阿 南 　 浩 司
（札幌国際大学）

山 谷 紀 己 夫
渡 辺 レイコ
鈴 木 　 隼人
寺 崎 　 　 薫
安 藤 　 康 二
谷 渕 　 　 玲
谷 内 田 　 渉
塚 越 　 　 慎
上 杉 　 憲 一
服 部 　 隆 廣
（札幌国際大学）

木 村 　 俊 昭

小 西 　 峰 夫
山 城 　 宏 惟
橘 内 　 哲也
白 髭 　 俊 穂
三 浦 　 忠 善
山 本 　 伸 弘
高 橋 　 　 茂
加 藤 　 　 保
矢 端 　 信 介
守 田 　 純 子
妹 尾 　 将 義
建 部 　 大 自
有 澤 奈々 子
村 端 　 靖 男
田 川 　 芳 紀
工 藤 　 　 剛
白 井 　 　 修
牧 野 　 義 則
高 橋 美 千 世
竹 澤 キサ 子

丸 山 　 千 絵
白鳥 登 美 子
庵 原 　 宏 章
庵 原 　 律 子
庵 原 　 一章
鶴 嶋 　 浩 二
木 戸 　 善 幸
宮 路 　 隆 二
飯 塚 　 和 壽
坂 本 　 　 修
田 中 　 隆 文
小 野 　 　 徹
酒 谷 　 恵 代
二見 　 和 也
山 本 　 剛 史
船 倉 　 久 歳
池 内 　 　 幸
園 生 　 　 浩
清 平 　 秀 幸
荻 山 　 　 司

蓑 口 　 知 明
走 出 　 壮 央
横 浜 　 昭 浩
松 原 　 克 博
甲 田 　 高 広
澤 田 　 繁 明
村 山 眞一 郎
斉 藤 　 輝 彦
清 水 　 幹 夫
西 舘 　 啓 和
若月 　 真 人
成 田 　 憲 司
鳥 山 　 裕 之
井 之 川 　 元
黒 子 　 修 治
伏 黒 由 理 子
曽 我 　 　 忍
高 橋 　 　 庸
迎 　 　 崇 輝

吉川 　 理 江
伊 丹 　 義 博
高 樋 　 謙 太
菅 原 　 　 将
井上 　 　 優
佐々木 輝 子
大 久 保 　 祐
和 田 　 匡 平
八木澤いずみ
小 川 　 　 学
青 山 　 正 史
東 　 　 雄 也
山 岸 美 砂 子
萩 原 　 　 悠
窪 田 　 浩 二
水 白 　 耕 平
阿 部 　 俊 宏
高 橋 　 琢 也
山 村 　 告 巳

伊 藤 　 克 人
高 橋 　 秀 明
眞 柄 　 文子
伊 東 　 　 真
佐 藤 　 隆 祐
大 野 　 喜 市
佐々木 亜 美
沢 田 　 汐 里
山 本 　 悠 也
川 股 　 美 紀
尾 崎 　 梨 恵
萩 尾 　 将 史
二 口 　 政 男
水 間 　 俊 一
椿 原 　 佳 代
大 西 　 智 子
原 　 　 昌 利
椿 　 　 稔
吉 岡 　 典 子

杉 中 　 行 秀
辻 岡 　 公 夫
岩 田 　 一 典
高 橋 　 尚 志
佐々木乃扶子
菊 池 　 萌 恵
橋 井 　 洋 一
深 野 　 雅 幾
小笠 原 武 夫
津 岡 うら ら
木 村 　 友 敬
菊 地 　 節 夫
石 渡 　 直 治
内 田 　 　 勲
伊 藤 　 一 雄
山 口 　 順 一
山 口 　 淳 一

北海道体育協会へのご支援ありがとうございます （H29.3.24現在）

（敬称略）

（敬称略）



活躍された選手及び指導者

第72回   国民体育大会冬季大会  北海道選手団入賞者一覧

第33回  公益財団法人 北海道体育協会表彰

競技名 種 目 氏　名順位種 別

成年男子

成年女子

少年男子Ａ

少年女子B

成年男子

少年男子

少年女子共通

女子

成年男子

成年男子

少年男子

少年女子

少年男子Ａ

少年男子B

成年少年女子共通

少年男子共通

110mH

やり投

走高跳

100m

走高跳

400m

100m

走幅跳

100m

走幅跳

砲丸投

100mH

走幅跳

三段跳

走高跳

4×100mリレー

400m自由形

800mリレー

400m自由形

シングルスカル

バンタム級

ウェルター級

ライトフライ級

2位

2位

5位

1位

3位

6位

7位

7位

1位

5位

4位

7位

7位

1位

8位

3位

5位

7位

5位

3位

2位

5位

5位

5位

5位

3位

3位

陸上競技

金井　大旺
小南　拓人
山下　義弘
福島　千里
京谷　萌子
伊深　愛生
伊深　愛生
小林 ジュンオマードゥ
本所　蓮治
菅井　　慧
久保田 亜由
玉置 菜々子
町井　愛海
水谷　　司
三品　　陸
北海道選抜
中島　　涼
北海道選抜
高橋　美来
北海道選抜
木村　　晶
北海道選抜
北海道選抜
北海道選抜
坂本　佳朗
細野　恭兵
山本　響己

水　泳

サッカー
ボート

ホッケー

ボクシング

競技名 種 目 氏　名順位種 別

成年男子

少年男子

少年男子

成年女子

成年女子

少年女子

成年女子

少年男子

成年男子

成年女子

成年女子

少年男子

少年男子

成年女子

少年女子

成年男子

成年男子

バンタム級

フリー97kg級

グレコ59kg級

グレコ50kg級

フリー55kg級

レーザーラジアル級

53kg級クリーン＆ジャーク

94kg級スナッチ

105kg級スナッチ

105kg級クリーン＆ジャーク

69kg級スナッチ

69kg級クリーン＆ジャーク

ダービー

国体総合馬術

自由演技馬場馬術

馬場馬術

二段階障害飛越

ダービー

馬場馬術

ダービー

フルーレ

3位

5位

5位

2位

5位

3位

5位

4位

8位

7位

1位

1位

4位

4位

1位

8位

5位

1位

2位

1位

3位

3位

4位

7位

3位

8位

5位

5位

バスケット
ボール

ボクシング

レスリング

セーリング

ウエイト
リフティング

細野　勝梧
北海道選抜
北海道選抜
山本　康稀
小坂　健太
星野　　工
藤澤　侑生
松苗　幸希
北岡　喜基
二階堂 功輝
松本　経丸
松本　経丸
澁谷　瑠樹
澁谷　瑠樹
北海道選抜
北海道選抜
北海道選抜
楠木　貴成
楠木　貴成
林　　伸伍
林　　伸伍
広瀬　　楓
広瀬　　楓
松下　奈穂
山畠 龍一郎
北海道選抜
北海道選抜
北海道選抜

馬　術

ソフトテニス

卓　球

フェンシング

ソフトボール

バドミントン

競技名 種 目 氏　名順位種 別

少年女子

成年女子

少年男子

女子

少年男子

成年女子

成年男子

少年男子

少年女子

成年女子

成年男子

少年男子

成年男子

成年男子

少年男子

成年女子

成年女子

少年女子

50ｍライフル伏射

10ｍエア・ピストル（40発）

10mエア・ライフル伏射（40発）

ビーム・ピストル（40発）

エア・ライフル立射（40発）

ボルダリング

形　個人戦

団体戦（２人）

団体戦（４人）

団体戦（４人）

団体戦

4位

5位

5位

2位

8位

3位

6位

5位

4位

6位

7位

7位

8位

8位

5位

3位

5位

6位

2位

4位

ライフル射撃

剣　道

山　岳
カヌー

アーチェリー

ラグビー
フットボール

北海道選抜
北海道選抜
田中　克幸
佐藤　櫻子
柳　あさこ
佐藤　匡哉
佐々木 琉杏
北海道選抜
北海道選抜
北海道選抜
北海道選抜
北海道選抜
山岡　洋貴
北海道選抜
北海道選抜
岩本 衣美里
北海道選抜
北海道選抜
北海道選抜
北海道選抜

ボウリング

空手道

ワイルドウォーター・カヤックシングル（1,500m）

陸　上 ソフトテニス

アイスホッケー競技会アイスホッケー競技会 スキー競技会（ジャンプ）スキー競技会（ジャンプ）

（1）加盟競技団体役員
大越 孝彌／中嶋 俊郎／細川 賢一／山城 宏惟
（2）加盟地方団体役員
柏谷 良雄／工藤 忠弘／玉地 國雄／塚崎 正／中川 久也／中山 喜美雄／野坂 政司／村岡 聡

多年にわたりスポーツの普及振興に寄与し、その功績の顕著な者、又は団体

3

1

棚橋 栄治

多年にわたりスポーツ競技の指導者として、その功績の顕著な者2

国際的又は全国的なスポーツ競技において特に優秀な成績を挙げ、
その功績の顕著な者、又は団体

（1）個　人
安藤 翔／伊藤 将充／岩渕 咲也／蝦名 冬馬／片桐 成海／川村 聖亜／木村 晶／後藤 大成／小山 
陽平／榊原 一輝／佐藤 瞳／竹中 星奈／中川 慎／藤田 慎之介／堀川 大地／堀川 翼／掘口 響／
町井 愛海／松澤 弥子／松田 悠／松本 来夢／宮崎 純奈／森 大一／森重 航／吉田 佳世
（2）団　体
〈ＬＳ北見〉 藤澤 五月／吉田 知那美／ 鈴木 夕湖／吉田 夕梨花／本橋 麻里　〈白樺学園高等学
校女子2000ｍリレーチーム〉 能戸 若菜／岡崎 小春／持田 あかり／川村 聖亜　〈白樺学園高等
学校男子2000ｍリレーチーム〉 石川 斗来／久保 向希／嶋田 英爾／松本 健太　〈第71回 国
民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会 北海道少年男子チーム〉 磯部 裕次郎／合田 聖／松
井 洸／田中 将希／京谷 充洋／川口 竣耶／今 勇輔／阿部 翼／小西 遼／齊藤 大知／岩沢 一希

／松岡 航平／中屋敷 侑史／佐藤 稜／石橋 拓実／池田 涼希　〈十勝連合Ｄ（清水町立御影中学
校・芽室町立芽室中学校・新得町立屈足中学校）〉 光川 瑛悠／新妻 功晟／木村 俊太／白幡 塁一
／根本 怜汰／室﨑 健太／中條 廉／佐藤 慈生／木綿 宏太／植森 大貴／榛澤 力／丸山 詳真／
新居 義騎／五十嵐 唯翔／山本 涼　〈名寄ピヤシリ銃剣道少年団Ａ〉 高田 柊／高田 椎／寒河江 
優斗　〈武修館高等学校アイスホッケー部〉 磯部 裕次郎／岩田 尚都／阿部 翼／齊藤 大知／小
西 遼／松井 洸／髙松 俊哉／徳田 滉也／嶋貫 一真／澤出 仁／田中 将希／岩村 優希／川口 親
士／小原 匠麿／瀧川 智也／工藤 雅基／新田谷 兼翔／相澤 拓耶／山口 寛太／佐野 靖也／伊
藤 亮太／松田 将弥　〈北海道おといねっぷ美術工芸高等学校クロスカントリースキー部・男子リ
レーチーム〉 石山 健樹／小笠原 航洋／大田喜 日向／後藤 大成　〈北海道帯広南商業高等学校
男子スケート部〉 橋本 萌生／磯 卓磨／榊原 一輝／戸水 謙一郎／岩佐 理央／佐藤 柊／安保 和
也　〈北海道新体操クラブ恵庭〉 田口 将／中田 龍之介／明井 悠斗／田口 海／鶴田 快成／丸山 
礼／星野 一吹／吉田 侑代　〈北海道ボウリング連盟実業団札幌市役所Ｂチーム〉 滝本 宗彦／古
賀 直美／谷川 重博／大井川 国雄　〈北海道ボウリング連盟女子２人チーム〉 保木 絵理／松田 
悠　〈北海道ボウリング連盟女子４人チーム〉 保木 絵理／松田 悠／清野 えみり／福園 祐理恵　
〈北海道ボウリング連盟男子4人チーム〉 松永 歳広／長尾 信昭／小濱 和音／保木 慎吾

（1）個人
佐伯 修身／富樫 勝治
（2）団体
向陽台サッカースポーツ少年団

スポーツ少年団活動において、功績の顕著な者、または団体4

第71回   国民体育大会  北海道選手団入賞者一覧

競技名 種 目 氏　名順位種 別
成年男子A

成年男子A

成年男子C

成年男子

成年男子A

成年男子B

成年女子

成年女子B

成年女子A

成年女子B

少年男子

少年男子

少年女子

女子

少年女子

リレー

リレー

リレー

1位

1位

3位

4位

4位

5位

4位

3位

5位

6位

1位

3位

5位

3位

7位

6位

7位

3位

7位

3位

5位

4位

2位

4位

ジャイアント
スラローム

クロス
カントリー

スペシャルジャンプ

新 　 賢 範
武 田 　 竜
小林　大郁
大村　和哉
石橋　未樹
高橋　奈々
上 田 　 皐
藤 吉 　 廉
中 川 　 慎
八幡　優月
片桐　麻海
奈良 きらり
吉田　悠真
清水目　淳
長谷川 孝博
北海道選抜
酒井　結衣
畔上　尚子
フィンドレー 咲夢
北海道選抜
山石 沙也加
北海道選抜
伊藤　将充
駒場　信哉

競技名 種 目 氏　名順位種 別
成年男子B

少年男子

3位

1位

2位

5位

7位

8位

スペシャルジャンプ

船木　和喜
岩佐　勇研
山川　太朗
安澤　翔一
二階堂　蓮
藤田 慎之介

競技名 種 目 氏　名順位種 別

少年男子

少年男子

少年男子

成年男子

少年女子

成年女子

5000m

10000m

2000mR

500m

1000m

1500m

3000m

2000mR

6位

2位

8位

1位

2位

3位

3位

6位

3位

5位

3位

4位

2位

7位

4位

1位

1位

スピードスケート

アイスホッケー

フィギュアスケート

戸水 謙一郎
小野塚 宏次郎
戸水 謙一郎
北海道選抜
稲川 くるみ
桑原　僚己
齋 藤  萌
長崎 叶和子
酒井　嘉子
吉村　優那
新 田  恭 子
吉村　優那
北海道選抜
伊藤　高菜
高橋　美葉
長谷川 一輝
緑川　諒人
北海道選抜
北海道選抜

競技名 種 目 氏　名順位種 別

成年男子

成年女子

少年男子

500m

1000m

5000m

2000mR

500m

1000m

1500m

2000mR

500m

1000m

1500m

1500m

5000m

4位

7位

3位

8位

2位

3位

7位

7位

8位

3位

1位

1位

3位

1位

2位

2位

スピードスケート

松井　大和
上原　悠馬
山 田  将 矢
大 藤  智 己
北海道選抜
太田　凪砂
山根　佳子
山根　佳子
小野寺 優奈
北海道選抜
石川　斗来
久保　向希
岩 佐  理 央
堀川　大地
久保　向希
佐 藤  柊

スキー競技会

スケート・アイスホッケー競技会

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）


